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＜連絡事項＞

・特になし

＜患者様連絡事項＞

・附田　カチ様～療養環境変更目的にて南Dユニットへ転出。

・石川　広光様～療養環境変更目的にて東Cユニット→東Aユニットへ移動。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～午前午後解放観察中。午前中、男性スタッフ付き添いにて入浴行っている。開放観察中話し掛けの多さはないが、｢1ヶ月の給料が100万って魅力的じゃないですか？｣と妄想様の発言聞かれている。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け、看護介入行っていく。

・池野　功一様～食事は介助にてむせ込み等なく全量摂取する。興奮や不穏さはみられていない。引き続き、精神症状の観察を行っていき、安全に治療が受けられるよう看護介入行っていく。

＜要注目患者様＞

・坂　貢様～独語していること多く、喫煙にも時間要している。介入に対し、易怒的となっている。落ち着きなし。他者とのトラブルはなく、ほぼ自室にて過ごされている。

・中川原　義雄様～他者と手を繋ぎながらユニット内を歩いている。やや気分高揚あるが多弁さはなく経過している。

・犹守　裕太様～来詰し、｢布団を取っていく人がいるんでやめてもらいたいんですけど｣と表情硬くし訴えることあり。事実確認は出来ていない為、注意していく。

・木村　留吉様～不機嫌さ、介護への拒否等なく経過。スタッフ対応も穏やか。

・前田　誠子様～昨日は食事の不食みられていたが、本日は摂取できている。幻聴が強く、

興奮状態となり12：30コントミン（50）1錠内服する。その後落ち着い

ている。

＜伊藤Dr診察＞

・木村　留吉様～血圧3検継続。グラマリール50mg追加、持参薬は明日昼より当院処方へ切り替えとなる。

・高橋　ミツ様～腹部症状改善し、下痢便持続していることからMgO6T→4T、センナリド4T→2T、ウブレチド止めとなり、明日昼より7日分処方となる。退院調整進めていくよう指示あり。

・高橋　セン様～臨時薬内容一部変更にて7日分処方となる。

・聖前　偉三郎様～臨時薬内容一部変更にて7日分処方となる。

・櫻井　幸輔様～臨時薬内容一部変更にて7日分処方、インスリン4/7までの指示、4/10採血セット3、糖、VPA（定期検査を兼ねる）の指示あり。

・土屋　由貴子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。父との面会をすすめていくよう指

示あり。

・藤井　孝蔵様～定期薬内容一部変更、臨時薬内容一部変更にて4日分処方、4/3検尿、採

血セット3、赤沈の指示あり。

＜皮膚科＞

・藤井　孝蔵様～褥瘡。左踵ゲーベンクリーム塗布、右踵ブロメライン貼付の指示あり。

・池野　功一様～褥瘡。左足背ゲーベンクリーム塗布＋ガーゼ保護、左足関節上後部は処

置終了の指示あり。

・新町　徳雄様～褥瘡。右大転子部、左大転子部、尾骨部、両足ゲーベンクリーム塗布の

指示あり。

・中市　正治様～白癬、爪白癬。両手指ケルガー液塗布、両足趾爪にケルガー液、皮膚に

テルビナフィンクリーム塗布の指示あり。

・聖前　偉三郎様～瘭疽。右第三趾エルタシン塗布＋ガーゼ保護の指示あり。

・水梨　孝純様～両踵部、両側踵の角化症、ウレパールクリーム。急性湿疹、ロコイド軟

膏。皹裂、エルタシン軟膏塗布の指示あり。

・藤井　崇史様～急性湿疹。両足、両手、両下腿、デルモゾールDP軟膏塗布の指示あり。

＜新入院患者様＞

　氏名：木村　美智子様（きむら　みちこ）様

生年月日：昭和35年　4月15日　56歳

　　性別：女性

　主病名：統合失調症

　　病棟：東病棟

入院形態：任意入院（予定）

　主治医：深澤Ｄｒ

（経過）

　医療観察保護法の要請で当院へ1回（H27.6．24～H27.4.15）の入院歴がある。退院後は青山荘入所し、定期的な外来通院していた。H28.12.1青山荘退所し、あかしや寮へ入所している。時折、幻聴に左右される事があり、頓服薬で対応していた。H29．3.13足の痛み訴え、歩行不安定となり、3.16全く歩行できず、整形外科受診。MRI行なうが異常なし。

3.18当院受診し、頭部CT施行するが、異常なし。抗不安薬の注射し、ビタミン剤処方。他利用者様から嫉妬される事で、作業も拒否的な様子がある。3.22受診時も状態変わらず、車椅子での生活であり、あやしや寮での対応困難であり、関係機関・PSWと調整行いH29.3.30

東病棟合併症室へ入院となる。

氏名：山﨑　清助（やまざき　せいすけ）様

生年月日：昭和12年1月1日　80歳

　　性別：男性

　主病名：アルツハイマー型認知症、脳梗塞後遺症

　　病棟：東病棟Ｃユニット

入院形態：医療保護入院

　主治医：田名部Ｄｒ

（経過）　　

　平成18年脳梗塞後遺症のため八戸市立市民病院へ入院。退院後は大里脳神経リハビリテーションクリニック紹介され同院での治療継続していた。平成24年頃より運転免許の書き換えの際、認知機能の低下を指摘され、同院にて認知機能低下あり平成25年よりイク

セロンパッチ開始。平成27年頃より夜間せん妄、不穏があり、セロクエル処方し一時的には安定したが、本人の服薬拒否、状態安定などもあり、内服薬は一時中止していた。平成28年12月頃より夜間の徘徊、近隣宅へ行くなどがあり、数回警察へ保護されいる。今回、昼夜逆転、徘徊などの行動・心理症状が顕著であり、家族より入院治療の希望があり、同院より当センター紹介され相談に至る。認知症治療のため平成29年3月30日14：00東病棟Ｃユニットへ医療保護入院としている。
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